
 

2019 年度事業計画 

 

Ⅰ 基本方針 

 

  少子高齢化が急速に進み、労働力人口も減少する中、高齢者が長年にわたり培

ってきた経験や知識・技能を生かして社会の担い手として貢献しているシルバー

人材センターは益々重要性を増しており、「生涯現役社会」の実現に大きな役割

を果たしているところです。 

  この様な中、当センターは、請負事業は微減でありますが、派遣事業は増加で

あり又、会員数においては昨年度に引き続き増となったところでありますが、今

後も安定的なセンター事業の運営を行うために請負事業を基本に、更には派遣事

業も含めた「就業機会の拡大」並びに「会員の拡大」について重点的に取り組ん

で行きます。 

  本年度も、シルバー人材センターは「自主・自立、共働・共助」の理念の下、

「親切で丁寧なシルバーパワー」を基本に、会員・役職員が一体となって地域社

会の一員として地域の活性化に努めて参ります。 

 

Ⅱ 事業実施計画 

   

  基本方針に基づき、2019 年度の各種事業を次のように定め実施して参りま

す。 

 

1 会員の拡大 

 

（１） シルバー事業の根幹をなす会員の増強のため、あらゆる機会をとらえシ

ルバー人材センターを広く周知し、会員の拡大を図ります。 

（２） 会員入会説明会を毎月 1 回（第 3 火曜日）に実施します。 

（３） 恵庭・恵み野・島松各地区に直接訪問し、特別入会説明会を 10 月・3 月

に実施します。 周知については、全戸に案内チラシを配布します。 

 （４） 入会説明会に来られない人達の為に、臨時入会対応の手続きを実施しま

す。 

（５） 会員の口コミを重視し会員が新規会員を加入させた場合、通年で報奨制

度を実施します。 

（6）  企業・事業所・公共施設等に会員募集ポスター及びリーフレットを配布

いたします。 

（７） 地域 FM 放送 e-niwa を活用し、センター事業の PR を行います。 

（８） ハローワーク窓口に会員募集リーフレットを設置してもらい、会員の募



集を行います。 

  

 ２ 就業機会の拡大 

  

（１） 就業開拓推進会員を中心に、企業一般の戸別訪問、求人広告誌掲載企業

の訪問等を実施し、就業機会の拡大を図ります。又、就業内容の見学会を

行い就業への理解を深めて就労につなげていきます。 

 （２） 役職員による企業訪問を実施し、センター事業の PR に努めます。 

 （３） 役職員によりスーパー前にて、センター事業及び会員募集の PR を実施

します。 

 （４） 市内企業に対し、センター事業の PR 用ダイレクトメールを発送します。 

 

３ 派遣事業の推進 

 

（１）  就業開拓推進会員による市内企業及び行政等への積極的な訪問を行い、

新たな就業先確保に努めます。 

（２） 人出不足分野を補うために、シルバー派遣事業をより一層推進し、北海

道シルバー人材センター連合会恵庭市事務所として多様な就業機会の確保

に努めます。 

 

４ 安全就業と事故防止 

 

  安全就業と事故防止はセンターにとって最重要課題であり、「安全は全てに

優先」します。 このことを会員一人一人が認識し、今後も事故 0 を目標に、

次の事項を実施します。 

 

（１） 会員が安心して就業できるように安全対策を図り事故を未然に防止する

ために、安全就業推進計画を策定します。 

（２） 安全就業推進員による安全パトロールを実施し、安全意識の啓蒙と事故

防止に努めます。 

（３） 安全標語の募集や安全就業大会・出陣式を開催し、常に安全旗の掲揚を

実施します。 

（４） 安全就業教育を目的に各種の講話及び講習会を実施します。 

（５） 安全保護具の着用と機械器具の点検整備を強化し、事故の未然防止に努

めます。 

 

 ５ 適正就業の推進 

  

 （１） 発注者・会員の理解を得ながら、高齢者に相応しい臨時的かつ短期的な

就労その他軽易な就業機会を確保し、概ね月１０日・週２０時間を超えな

い適正就業を推進します。 

 （２） 「共働・共助」に基づくワークシェアリング（仕事の分かち合い）を推



進し、多くの会員に公平な就業機会の確保に努めます。 

（３）  理事会・地域連絡会議・入会説明会等、あらゆる機会を通じて国の「適

正就業ガイドライン」を説明し、適正な就業を推進します。 

 

 ６ 組織の活性化 

  

 （１） 理事会において、センターの組織・事業活動のあり方について検討する

とともに、他センターの活動を調査・研修等を行いセンターの活性化に努

めます。 

（２） 地域班は、センターの自主的・主体的運営を支える基本的組織でありま

すことから、地区・地域班活動及び班長・役員活動を支援し、地域活動の

活性化に努めます。 

（３）  地域班や職域班との打合せを密に行うとともに地域連絡会議を開催し、

会員と役職員との意思疎通を図り、センター運営に反映させていきます。 

（４） 女性会員の拡大・活性化に向けて、女性部会「よつ葉の会」の活動を支援

いたします。 

 

 ７ 会員の技術・接遇の向上 

 

 （１） 質の高い仕事をするには地域社会の信頼を得るために重要な要素である

ことから、会員の持つ技能・技術の更なる向上を図るために各種の講習会

を実施します。 

（２）  各講習会は、一般市民も対象とし参加を促すよう取り組みながらセンタ

ーの PR に努め、シルバー事業の理解と新規会員の加入促進を図ります。 

（３） 「親切で丁寧」を基本に、就業を通じてセンターの信頼を高められるよ

う接遇のための研修を行います。 

 

８ 広報活動の充実 

 

（1） 会員への情報提供 

    会報「シルバーえにわ」を毎月発行し、より多くの情報を提供します。 

（２） 普及啓発活動 

  ① 第 4 回「生き活きセンターまつり」を開催し、市民の方々との交流を 

通しセンターの普及啓発を図ります。 

   ② 街頭啓発や地域 FM 放送等を通してセンター事業の PR を行います。 

   ③ 関係機関・団体・事業所等の窓口にチラシを備え置きセンターの PR を行

います。 

 

９ 財政基盤の強化 

 

（１） 財政基盤の安定を図るため、国及び市からの補助金の確保に努めます。 

（２） 公共団体や企業・家庭からの受注拡大を目指し、就業拡大に努めます。 



（３）  限られた財源を有効に活用できるよう事業投資を見極め、経費の節減や事

務運営の効率化を図り、財政基盤の強化に努めます。 

 

１０ ボランティア活動の推進 

 

   センターの目的である地域貢献として、グリーンベルトの清掃活動・恵庭駅

東口ふれあい花壇の整備・交通安全街頭啓発等により多くの会員の参加を呼

びかけながら実施します。 

 

１１ 会員の福利厚生の推進 

 

   恵庭市シルバー人材センター互助会との連携を図り、会員親睦交流会等 

を実施し会員相互の親睦と情報交換を行い福利厚生に努めます。 

１２ 指定管理事業の推進 

 

   「ルルマップ自然公園ふれらんど」の指定管理者である西島松北交流公園 

管理組合の一員として、 更なる公園の活性化に向けた運営を行います。 

 

１３ 独自事業の推進 

  

   会員の知識と技術力を生かし、更には就労機会の拡大を図るために腐葉土事

業並びに島松沢ハスカップ事業を推進して参ります。 

 

１４ 高齢者等配食サービス事業の推進 

 

（１） 在宅高齢者で、炊飯が困難な方に夕食を調理・配食し同時に安否確認の 

一声運動を実施する高齢者等配食サービス事業について、恵庭市及び社会 

福祉協議会と連携し推進します。 

（２） 配食サービス安全委員会を中心に、食の安全と衛生管理の徹底を図り利 

用者に喜ばれるサービスの向上を目指します。 

 

１５ 関係機関団体との連携強化 

    

   恵庭市、北海道、公共職業安定所、その他関係機関並びに全国シルバー人 

材センター協会、北海道シルバー人材センター連合会との連携を深め事業の円

滑な運営に努めます。 

 

１６ 第 2 期中期計画の推進 

 

   平成 28 年度に策定した恵庭市シルバー人材センター「第 2 期中期計画」

（平成 28～32 年度）の目標達成に向けて PDCA 管理を一層推進します。 

 



   【2019 年度目標値】 

    

   ・会員数       ６６７ 人 

 

   ・受注件数    ３，９８３ 件 

  

   ・延日人員   ６４，２３７ 人 

 

   ・契約金額  ２７７，８７３ 千円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 


